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態はまだ謎だらけだったからだ。冬には比良の
武奈ヶ岳の雪の上にテントをはって暮らし、夏
には立山の剱沢でゴミ拾いのアルバイトをしな
がら調査した。そして彼らが雪や氷の環境に実
に見事に適応して生きていることがわかるにつ
れ、「氷河にも虫がいるのではないか？」と妄
想するようになった。
　当時、氷河は非常に無生物的な環境だと考え
られており、昆虫が生息するなどという報告は
いくら探しても見つからなかった。しかし、つ
い 1万年ほど前まで立派な氷河だった剱沢雪渓
にもセッケイカワゲラの仲間がいるのだ。だか
ら、いないはずはない。報告がないのは、これ
まで誰も本気で探さなかったからだろう。だっ
たら自分で探しにゆこう、と考えたのだ。そこ
で博士研究のテーマを「氷河にいるはずの昆虫
の研究」に決め、なんとか氷河にゆこうと、雲
南やヒマラヤ、パタゴニアなどを対象にした、
いくつもの遠征計画の立案にかかわった。とこ
ろが政変やメンバー予定者の遭難などいろいろ
あって、いずれも実現することができなかっ
た。そしてそんな紆余曲折をへて、氷河での調
査が初めて実現したのがカンペンチン峰への遠
征（京都大学西蔵高原学術登山隊）だったのだ。
　私にとっては初めての海外遠征だっただけで
なく、そもそも海外に行くのが初めてだったの
で、日本を出発してからは、見るもの聞くもの
全てが珍しく、新鮮だった。黄砂にかすむ北京
の街を行き交う人民服の人々、早朝の成都の道
路をうめる自転車の海、ラサの寺院の周りを
五体投地しながら進むチベットの巡礼者たち
等々、今でもはっきりと目に浮かべることがで
きる。特に、ラサからベースキャンプまでの道

のりで目にしたチベットの雄大な自然にはすっ
かり心を奪われてしまった。
　ラサからは、うねうねと褶曲した岩層がむき
出しになった、荒々しい岩山の間を延々と走る。
集落に近い岩山の斜面には、白い石を並べて大
きく書かれた「毛主席万歳」などの文化大革命
時代のスローガンの痕跡がいくつも残っていた
（写真 2）。四人組批判後に崩されたと思われる
ものも多い。作るのも壊すのも大変な作業だっ
たろう。ものすごいエネルギーだ。途中で通過
した標高 5000m を超える峠では、初めて氷河
を間近に見ることができた。あまりにも荒涼と
した氷河の姿に「本当に虫が見つかるだろう
か？」との疑念が一瞬心をよぎる。
　こうして、ほとんど植生のない岩山ばかりの
道を抜けると、ヒマラヤ山脈北面に広がる標高
4500m を超える大草原に出た。草原はまだ茶
色く枯れているが、これまで走ってきた乾燥し
て植生のない岩山地帯とは対照的に草に覆われ
た豊かな環境だ。左手にはシシャパンマ峰など、
ヒマラヤの巨峰群が草原の彼方にそびえ立って
いる。初めて見るヒマラヤの山々に心が躍る。
草原につけられた轍をたどって、道なき道をさ
らに走り続けると、枯れた大草原のかなたにカ
ンペンチン峰が小さくポツンと姿を現した（写
真 3）。近づくにつれ大きくなるその姿は予想
以上に立派で美しかった。
　こうして到着した、カンペンチン峰を正面に
望む標高 5000m 付近のベースキャンプ予定地
の草原は、まだうっすらと雪に覆われていた（写
真 4）。雪はすぐに融けたが、雪のために予定
より遠くにBCを設置することになってしまっ
た。そこで、標高 6000m 付近の地点にABC（ア
ドバンスドベースキャンプ）を設置することに
なった。
　ABCへの物資輸送にはヤクを利用した（写
真 5）。近くの集落でやとった 2人のヤクパ（ヤ
ク使い）といっしょに泊まりがけで荷上げした
のだが、夜にテントでウィスキーを飲ませたら
酔い潰れてしまい、翌日昼まで起きられなかっ
た。おかげで夜の間にはるか遠くまで移動して
しまったヤクを連れ戻すのに大変な思いをし
た。木がないので、ヤクを繋いでおけないのだ。
　BC周辺の草原ではさまざまな野生動物を見
ることができた。筆頭はキャンとよばれるチ
ベットノロバ（写真 6）だ、数頭から 10 頭く

写真 1　セッケイカワゲラ
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らいの群れで大草原を疾走する姿は壮観だっ
た。信じられないことに、そのうちの一頭を中
国側隊員（確か運転手）が銃で撃ち殺してしまっ
た。今では考えられないことだ。しかも自分達
で食べるわけではなく、チベット人もタブーが
あって食べないそうだ。始末に困って近くの集
落で引き取り手を探したところ、1家族だけロ
バを食べる家族が見つかったので、引き取って

もらったという。その家族は「ロバ食い」とか
呼ばれて差別されているのかもしれない。その
他、BCから ABCへの荷上げのために草原を
歩いていると、草原のくぼみにうずくまってい
る野ウサギやキジに似た姿のサケイの仲間、砂
地に穴を掘って住んでいるトカゲ（アガマ属の
トカゲ）（写真 7）によく出くわした。
　標高 6000m以上のABC周辺にまで登ると草

写真 2　岩山のスローガン

写真 4　到着時のBC

写真 6　チベットノロバ

写真 3　カンペンチン峰遠景

写真 5　ヤクを使ったABCへの荷上げ

写真 7　BC周辺の草原に住むトカゲ
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は少なくなり、クッションプラントと呼ばれる
地面に張り付いたユキノシタ科の木本植物（写
真 8）や草丈の低いケシやリンドウなどの高山
植物、岩の表面を覆う色とりどりの地衣類の世
界になる。目立った動物としてはナキウサギが
いたようだが、足跡だけで、姿を見ることはで
きなかった。何より驚いたのは、夜、ABCの
テントを出るとヘッドランプの光に蛾が飛び
込んできたことだ。まだ早春の 3月でABC周
辺は雪に覆われており、気温はマイナス 10度
以下だったのに、飛べる昆虫がいたのだ。胸部
がフサフサした長い毛におおわれたヤガの仲間
だった（写真 9）。ランプにぶつかって地面に落
ちても、止まることなく激しく翅を羽ばたきつ
づけている。飛翔筋を動かし続けることで体温
を保っているのだろう。クッションプラントに
開けられた穴の中から蛹が見つかったので、幼
虫はこの植物を食べて成長するらしい。帰国後
に国立科学博物館の専門家に見てもらったとこ
ろ、新属新種の蛾であることが明らかになった。
　ABCからしばらく登った地点から上は氷河

上のルートになる。頂上からABC方向に流れ
下る氷河の支流上にC1を設置し、その支流を
登って頂上に続く氷河の大斜面に出た。そして
頂上直下の氷河の上端付近にC2を設けて登頂
したのだ。私にとっては、これが初めて氷河の
上を歩く経験だった。何年もかかってようやく
実現したチャンスだったので、登攀中も時間が
許す限り氷河の上をあちこち歩き回って昆虫を
探した。しかし残念ながら、ここでは何も見つ
けることができなかった。
　しかし、頂上からの景色はすばらしいもの
だった。チベット側には茶色く枯れた広大な草
原が広がり、半分白く凍結したペク湖や凍って
いないランチャン湖など、大小さまざまな湖も
見える（写真 10）。ネパール側に目を移すと、
シシャパンマ峰やランタンリルン峰など、ヒ
マラヤ山脈の主脈に連なる数々の 8000m 峰や
7000m 峰が折り重なるように並んでいる。特
にランタンリルン峰は、距離が近いこともあっ
て、ひときわ立派にそびえ立っていた（写真
11）。

写真 8　ABCのクッションプラント 写真 9　ABCの蛾

写真 10　頂上からのチベット高原 写真 11　頂上からのランタンリルン峰
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　実は、この遠征から帰ってから数ヶ月後に、
頂上から見えたランタンリルン峰のあるネパー
ルのランタン谷にあるヤラ氷河という小さな氷
河で、念願だった氷河に生息する昆虫を発見す
ることになるのだが、この時は知るよしもな
かった。当時、名古屋大学水圏科学研究所にお
られた故樋口敬二さんの科研費による氷河調査
隊（GEN）に参加させていただいたのだ。今
から思えば、カンペンチンの氷河で昆虫を見つ
けられなかったのは、まだ早春で氷河がほとん
ど融けておらず、全面が厚い雪に覆われていた
からかもしれない。
　登頂後は、ABCや BC周辺で昆虫などの生
物を調査したり、ペク湖やランチャン湖という
アルカリ性の湖で魚類などの調査を行った。特
に、ランチャン湖は凍結しておらず水深も浅
かったので、ゴムボートを浮かべて調査した。
水深 40 − 50cm の湖の底は、オレンジ色のゼ
リーのようなコケムシの仲間におおわれてい
た。水面にはたくさんのカモメの仲間も浮かん
でいる。寒いのでウェットスーツを着てゴム
ボートに乗り込み、投網やタモ網で魚を採集し
た。ここでは、腹部の一部が透けていて内臓が

写真 12　ランチャン湖の魚

見えるので裂腹魚とも呼ばれる、ユーラシア内
陸部に特有のコイ科の魚を採集することができ
た（写真 12）。ヒマラヤの山々を望む大草原の
中の湖に浮かんで、たくさんのカモメを眺めな
がら魚取りするのは、不思議な体験だった。
　BCの周りの草原では、小型哺乳類を採集す
るためのトラップ（シャーマントラップ）を
20 台くらい仕掛けたのだが、一晩のうちに全
て無くなってしまった。BCの近く（と言って
もかなり遠い）集落の住民に持ち去られたのだ。
彼らは目が良いので、遠くから私がトラップを
仕掛けるのを見ていたらしい。中国隊員にお願
いして集落のリーダーにかけあってもらったと
ころ、あっけないほど簡単に全て返してくれた。
トラップは加工しやすいブリキでできていたの
で、彼らにとって魅力的だったらしい。フタが
できて水が漏れない容器、空き缶、ロープ類も
人気があり、テントの外に出してあるとすぐに
無くなった。だんだん大胆になって、BCの撤
収が近づいた頃には、人が寝ているテントの張
り綱を切って持ち去る猛者も現れた。よほど欲
しかったのだろう。登頂を終えてBCに帰ると、
テントの脇に積んであった、私の着替えを入れ
たダンボールが箱ごと無くなっており、おかげ
で、山の格好のまま日本に帰ることになったの
も、今となっては良い思い出だ。
　帰国後、ネパールでの氷河調査隊に参加して
氷河昆虫を発見してからは、氷河生態系の研究
で学位を取り、その後 40 年近く、世界各地で
氷河生態系の研究を続けることになった。ふり
帰ってみると、氷河昆虫こそ発見できなかった
ものの、カンペンチン峰への遠征に参加したこ
とが、私の研究者人生の大きな転機となったこ
とは間違いないと思う。このように得難い機会
を与えてくださった、故近藤良夫隊長をはじめ
とするAACKの諸先輩方に、この場をお借り
して心より感謝申し上げたい。

されど 40年
中川　潔

　5年前にニセコに移住した。我がログ小屋の
道路を隔てた目の前に、大きな別荘が建った。
建て主は自称、香港の弁護士という触れ込み
だったが、ふたを開けてみれば中国大陸出身の

金持ちだった。建築費用を尋ねると、我が小屋
の 20 倍近くもつぎ込んでいた。大陸のグレー
マネーであろう、半端ない金額である。建設に
はニセコ界隈の建築関連業者が群がった。建て
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主はスキーと温泉がお目当てのようだが、コロ
ナの影響もあり、ほとんど来ていない。彼にとっ
てこの別荘は、オーストラリアやフランスの別
宅と同じ扱いで、所有不動産の一軒に過ぎない。
人が住んでないと、建築物は自然と痛んでいく。
特に冬は 3メートルを軽く超える積雪と猛吹雪
に見舞われ、しっかり面倒をみてあげないと、
痛み方が早い。でも、建て主は意に介していな
い。金さえあればどうにでもなると考えている。
そういう中国人富裕層がニセコ一帯の土地を買
い漁っている。カンペンチンから 40 年、中国
の富豪たちが日本を跋扈する時代が、ここまで
早く来るとは想像していなかった。
　偵察隊に参加した 40 年前、文化大革命明け
の北京の朝。前門飯店の客室のカーテンを開け
ると、自転車の大群が通りを埋める光景を目に
した。過酷な文革から解放された明るい表情が
静かに目の前を行き過ぎていくのが印象的だっ
た。成都の錦江飯店に勤務していた 19 歳の清
楚な女性従業員は、独学で日本語を学んでいた。
こちらも片言の中国語でチャレンジして、爽や
かな会話が弾んだ。十数年後に錦江飯店を訪ね
て消息を聞くと、日本人男性と結婚して今は日
本に住んでいるという話を聞いた。ショック
だったが、そんなことはどうでもよい。とにも
かくにも、貴重な外貨獲得源という特殊身分の
遠征隊を、当時の中国当局は手厚くもてなし、
学生の分際で「貴賓」扱いされた目に、中国人
の暮らしぶりはどこまでも「清貧」に見えた。
毛沢東への憧憬も加わって、そう見えた。40
年を経て、ニセコに押し寄せる中国人のどこを
探しても、その「清」も「貧」も見当たらない。
「成り上がり」という言葉が思い浮かぶけれど
も、そういう感情はしまって、冷静に今の中国
の発展を見るよう心掛けている。
　カンペンチンがきっかけで、この 40 年間、
新聞記者として正面から中国と向き合ってき
た。少数民族問題は、主要テーマの一つであり、
中国当局は常に「敏感」な問題として神経を尖
らせている。遠征当時のチベットの状況を思い
返すと、文化大革命で宗教が徹底弾圧され、チ
ベット寺院の多くが壊滅状態にあった。それで
も当時の中国共産党は文革の「やり過ぎ」を内
心では認めているようであり、漢人のチベット
人に対する差別意識は強かったものの、その扱
いにはどこか柔らかさがあった。我々の行動に

対する監視も、それほど強くなく、日本の学生
を未踏峰登頂後に遊牧チベット民が暮らすセル
ン村に解き放つことなど、今ならあり得ないだ
ろう。
　遠征のおかげでチベット問題を扱う際に、そ
の土地勘と人的交流が役立った。北京滞在中の
1996 年夏、当局の手配で外国人記者を対象に
したチベット取材団が組まれたので参加した。
漢人のチベット進出が本格化し始めた時期で、
「宗教と経済の相克－自治区創立31年のチベッ
ト」という 3回続きの企画記事を書いた。遠征
当時とは様相がかなり異なっていた。国家予算
をふんだんに投入してチベット人の生活レベル
をボトムアップし、インドに亡命しているダラ
イ・ラマ 14 世からの引き離しにかかっていた。
当局者は「宗教は発生、発展、消滅という一定
の規則性がある。生活が向上するに連れて信仰
心は薄れていく」と自信ありげだったが、若い
ラマ僧は「チベット民族は物質文明より精神文
明を大事にする。生活がいくら豊かになっても
宗教上の精神的安定が得られなければ満足しな
い」と言ったのを思い出す。1996 年といえば、
鄧小平氏の南巡講話から 4年、天安門事件の傷
跡を置き去りに、改革開放へと真っすぐに進み
始めた時だった。当局の付添人が夜間も寄り添
い、取材への介入は厳しかったが、それでもラ
マ僧へ接触することはできた。遠征の時よりは
厳しくなったが、それでも現場に柔軟な対応が
許されていた。それが今や、外国人記者のチベッ
ト現地での取材は、ほとんど認められなくなっ
た。2006 年に青海省西寧とラサを結ぶ青蔵鉄
道が全線開通し、当局はチベットへのテコ入れ
を一層進め、ダライとの対話も遮断して統制を
一段と強めている。
　中国共産党は列強の植民地支配という屈辱の
歴史から中国を解き放つことを最大の存在理由
にしている。執政能力に欠け列強の侵略を許し
た末期の清王朝の轍は二度と繰り返さないとい
う強い意志がそこにある。清王朝はチベットを
藩部として扱い、自治を認めて統治したが、そ
れが独立運動につながっていった。緩めれば独
立運動が再燃する。清朝の失敗を教訓にチベッ
トを強くグリップするというのが今の基本方針
である。18 世紀からのチベットを巡る 200 年
以上の統治史を考えれば、カンペンチンから現
在までの時間は「たかが 40 年」であるものの、
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中国復興の急激な経済発展をエンジンに民族同
化を一気に進めた時間であり、チベット人に
とっては取り返しのつかない 40 年になったよ
うに思える。
　北海道の白老町に 2020 年、日本政府肝入り
の「ウポポイ」が開業した。アイヌ文化の復興
を目指し「民族共生象徴空間」と銘打った施設。
建物は立派なのだが、展示館はガランとして中
身は薄い。折角なので付帯の体験学習館でアイ
ヌ料理の体験講習会に参加し、一度食べてみた
かったオハウというアイヌの煮込み料理を学ん
だ。講師こそアイヌの血をひく若い女性だった
が、日本のどこにでもあるような料理教室の施
設で、どう見ても近くのスーパーで仕入れた食
材を使った鮭の澄まし汁をつくった。アイヌの
「文化」をどこにも感じ取ることはできなかっ

た。ここまで同化が進んでしまうと、その罪滅
ぼしを目論んでも不可能だろうとオハウを試食
しながら思った。
　チベットとアイヌで決定的に異なるのは宗教
の有無である。モンゴル族をも虜にしたチベッ
ト仏教の吸引力を考えれば、日本と同じような
同化政策がうまくいくとは思えないが、それで
も物質文明の力は侮れない。セルン村で当時
24 歳だったケサンさんも生きていれば 64 歳。
漢人文化とは縁遠い遊牧の村で、昔ながらのチ
ベット人の生活を営み、干した羊肉をほおばっ
ていた彼女たちの暮らしぶりはどう変わっただ
ろうか。遠征から 40年、それが最も気にかかっ
ている。願わくは、チベットに「ウポポイ」の
ような罪滅ぼし施設ができないことを祈ってい
る。

偵察隊
横山宏太郎

はじめに
　カンペンチンをほんの少しだけ偵察した。正
しくは「偵察に向かっただけ」かもしれないが、
その縁で、カンペンチン特集の最後に少し書か
せていただきたい。この特集の編集を進めてい
る最中に、今井一郎君の訃報が飛び込んできた。
今井君は、カンペンチン初登頂に至る道筋の出
発点ともいえる、ネパール側からのランタン・
リ偵察（1977 年）に参加してくれた。その訃
報を伝えてくれたのはチベット側偵察隊員の牛
田一成君というのも不思議な縁である。今井君
のことを少しでも書いておきたいと思ったこと
が、この一文のきっかけである。

ネパール側偵察へ
　よく偵察に行った。まず1975年にカラコラム・
ビアフォ氷河、これは登山ではなく氷河調査の
ための偵察だが、ラトック峰をめざす日本山岳
会東海支部のカラコルム学術登山隊（原　真隊
長）の学術班二人のうちの一人として行った（本
隊とは別行動）。ラトックやバインタブラックな
ど、ビアフォ氷河北岸の岩峰群に注目が集まり
始めた頃だった。初めてのヒマラヤで、経験は
もとより知識もろくにないのに、大した準備も
せずに、一人で出かけた。学術班のもう一人（初

対面）とは現地でおちあって、ビアフォ氷河へ
二人で入った。彼の不調が風邪のためと思って
いたが、後で考えれば高所の影響が出ていたよ
うだ。ビアフォ氷河を上ってスノーレイクを見
てきたかったが、時間切れで届かなかった。い
ま振り返れば冷や汗と反省ばかりだが、これで、
「なんとかなる」という妙な自信がついた。
　1976 年はネパールで氷河調査に参加し、翌
年にランタン・リの偵察に行くことになった。
当時はAACKと KUACの関係は良いとは言え
ない状況で、私より下の学年ではAACK入会
者はごく限られていた。そこで、偵察隊の隊員
二人を募集するとKUACに伝えたところ、今
井一郎君と佐治与志也君が応じてくれた。この
3人で 1977 年秋、ネパールに向かった。
　近づいて見るランタン・リは美しい山だっ
た。頂上は真っ白な雪のピラミッド。可能性の
あるルートは、南西稜。ランタン氷河を詰める
と南西稜上のティルマンのコルに至るのだが、
大きく左に曲がる氷河をショートカットするよ
うに支流の小氷河からランタン氷河源頭の雪原
に出るのがよいと分かっていたので、我々もそ
のルートを採った。最後は、南西稜を今井君と
二人、5800m あたりまで登って偵察を終えた。
ガスが出てきたので下ることにしたが、尾根は
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ずっと堅雪でアイゼンがよく効き、気持ちよい
登攀だった。
　当時の私たちの理解では、このあたりはラン
タン・リ南西稜などランタン氷河上流部を囲む
分水界がチベットとの国境で、南西稜の向こう
がチベットのはずだった。ただ、国境の画定は
まだなされていなかった。なにしろ、ネパール
政府はランタン谷奥の地形を把握しておらず、
ランタン・リの存在も、地形が正しく描かれて
いる地図をもとに説明して納得してもらったの
だった。その後、国境線は分水界とは違う形に
引かれ、南西稜自体がチベットに入ってしまっ
たのは、思いもよらないことだった（1981年に
判明）。
　ともあれ「チベット」はなんといっても「禁
断の地」であり、いつかは行ってみたいと思っ
ていた。しかし当時の政治情勢では、可能性な
どまったくわからない。それだけに、ティルマ
ンのコルに立って眺めた景色は、写真などで見
るいかにもチベットらしい高原の様子とは違っ
ていたが、チベットへの憧れをかき立てるには
充分だった。
　帰路は聖地ゴサインクンド経由で、カトマン
ズ近郊のスンダリジャールまで歩いた。標高が
下がるにつれて、村や人びとの様子が変わって
いくのも興味深かった。9日間の楽しいトレッ
キングだった。
　カトマンズに戻り、偵察隊として予定の行動
は終わったので、私は二人に、一人旅を勧めた。
二人は偵察隊員としてよくやってくれたと思う
が、どうしても私を頼る、判断や指示を待つ、
といったところが見受けられた。二人は初めて
のヒマラヤで私は 3回目という経験の差があ
るので無理のないことだった。とはいえ、実は
私の経験も大したことはなかったのだが。それ
を打破するには一人旅である。当時のネパール
は外国人旅行者にとってわりと安全だったと思
うので、二人を送り出すのにためらいはなかっ
た。二人はそれぞれ結構な期間の旅をして、日
本に戻った。この経験は、その後の二人になん
らかの役に立ったのではないかと思っているの
だが、直接尋ねたことはない。
　私はカトマンズでランタン・リの登山許可取
得交渉を続けた。郊外の観光省まで自転車で
行って、担当者（かなり高位）と世間話から始
めて許可の話をする。帰り道で買い物などして

「家」に帰る。カトマンズにはちょうど「カト
マンズ・クラブハウス」ができたばかりで、我々
も宿舎として利用した。これは北大山岳部関係
者が中心になって、カトマンズに活動拠点とな
る建物を作ったもので、私も縁あってそこに参
加していたので利用でき、ちょうどよかったわ
けである。
　何度も何度も足を運んだかいあって、「ラン
タン・リが解禁されたら許可を出しましょう」
という約束を取り付けて私は翌年春に帰国し
た。いわゆる「First　Priority」と呼んでいた
もので、ヤルンカンと同じかたちである。後日、
ネパールはこの約束を守ってランタン・リの登
山許可をAACKに与えてくれたのだが、それ
を残念ながら生かせなかったのはご存じのとお
りである。

チベット側偵察
　1979 年秋、私は日本山岳会のチョモランマ
偵察隊の一員としてチベットの地に立つことが
できた。2年前には思いもよらなかったことで
ある。翌年の同本隊の経験もあって、1981 年
のチベット側偵察隊長を務めることになった。
隊員は牛田一成君と中川潔君、二人とも初ヒマ
ラヤだった。
　カンペンチン隊は、ある面では、中島暢太郎
先生の力をフル活用した隊と言えるかもしれな
い。気象協会から、森本グロン登攀隊長だけで
なく、陳介臣さんも参加された。のちに近藤ク
リマン君は気象協会に入る。しかし、その力を
借りたとしても、自分が偵察も行くのは無理だ、
頼む、とグロンは言う。私は翌年の本隊は無理
だが偵察だけならいける、と引き受けた。グロ
ンはネパールに提出した最初のランタン・リ登
山許可申請からの、いわば同志である。思わぬ
形で、チベット側から登ろうとしているが、志
は続いていた。
　私にとっては 3年連続のチベットである。ま
ず北京で中国登山協会（CMA）と打ち合わせ
をして成都に飛び、さらにラサに飛ぶという経
路も変わらない。CMAでは、許競さんや陳尚
仁さんなど横山にはチョモランマで顔なじみの
人たちが世話してくれるし、連絡官は、チョモ
ランマに高所協力員として参加していた金俊喜
さんである。シシャパンマ隊の隊長だった許競
さんは現地の事情に詳しいので、いろいろ教え
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ていただく。皆さんの親切に、偵察もうまくい
きそうな気がしてくる。しかしお金は、チョモ
ランマの経験もあって用心はしたが、しっかり
とられていた。
　シガールを出て蔵尼公路を進み、ロンブク寺・
チョモランマ方面への分岐を過ぎると私にも初
めての道となる。やがて蔵尼公路からの分岐点
があった。ここから西に向かうのは、草原の中
のわだちのような道である。いよいよ偵察らし
くなってきた。広い高原を車で走りながら目的
の氷河への谷を探すが地形のメリハリがないの
で難しい。結局、予定よりだいぶ手前にBCを
おくことになった。
　予定通りいかないこともままあるのが偵察、
ともいえるが、現地ではさらに不測の事態が続
き、カンペンチンの偵察はほとんどできなかっ
たし、ランタン・リはその間にネパール側から
登頂されてしまったことも帰路の成都で知っ
た。そんな残念続きの中で、二人の隊員の活躍
がのちへの希望となった。本隊の大成功はご存
知の通りである。偵察活動については、カンペ
ンチン報告書に、またAACK時報 9号にも報
告を書いたので、ここでは繰り返さない。そし
てこのNewsletter103 号には、牛田・中川両隊
員の文があり、それを補ってくれる。

今井一郎君のこと
　私の手元に、彼の著書が 1冊ある。「パピル
スの賦」という。2000 年 7 月の発行だから、
彼は 40 代なかごろだ。ランタン・リ偵察から
23 年も経って、全く分野の違う私にも、義理
堅く贈ってくれたものだ。フィールドでの活動
を選んだ彼の中では、あのネパール行がどんな
意味を持ったのだろうか。
　「アフリカ・ザンビアの大湿原で漁師と共に
暮らした人類学者のフィールドノートから、自
然に根ざした賢明な環境利用が浮かび上がる
―！」と裏表紙のカバーにある。中部アフリ
カでの約 3か月にわたる調査の記録だが、淡々
とした文章でそこに生活する人々との交流や
日々のできごとが綴られるとともに、観察と調
査に基づいて彼のテーマである「漁撈」の実際
を描き出している。
　あとがきにあたる文からは、彼の誠実さが各
所に見える。彼は、「日本を含めた『先進国』
の人びとが、いかに『第三世界』の人びとの地

域に根ざした生きざまを知らず、彼らから学び
取る姿勢に欠けているか、という現状に対して、
私なりに発言したかったのである。」と本書を
著した動機の一つを語っているのだが、20 年
以上が経って、その状況はどれくらい改善され
たのだろうか。
　「これからもチャンスがあれば、調査地で出
会った人びとと私とのささやかな交流を綴って
いきたい」とこの文を結び、それからも調査を
続け、その途中に不運にも事故に遭った。誠実
な人類学者のフィールドに生きた姿を偲び、謹
んでご冥福をお祈りする。

その後のこと
　1985年のブータンヒマラヤ、マサコン峰では
先発隊で現地に入り偵察をした。1988年は梅里
雪山偵察隊長を務めた。思えばよく偵察に行っ
たものだ。偵察はよくわからないから行くわけ
で、したがって行くのは面白そうな場所である。
ある山岳団体の幹部（もちろん実績充分の登山
家）が、「横山というのはけしからん、実力もな
いのに面白いところには顔を出してくる」と言っ
たとか伝わって来たのはいつ頃だったか。真偽
定かではないが、「それもごもっとも」である。
私の登山歴など言うに恥ずかしい程度のものだ
し、長い大学院時代は国内では何もしていなかっ
たので（アルバイトはしたが）、機会あればすぐ
に飛び出して行けただけのことだ。実は「偵察屋」
をひそかに自認してもいた。そう呼んでくれる
ひとがいればうれしいと思ってもいた。しかし
私の関わった隊のうちカンペンチンは無事大成
功を誇れるが、梅里雪山ではつけた道筋が思い
もよらぬ痛恨事につながってしまった。いまで
はその名を苦みを伴って受けることになる。

注
今井一郎君（京大山岳部 1974 年入部、関西学
院大学教授）は、2022 年 8 月 19 日、アフリカ・
マラウィ共和国のマラウィ湖において調査中、
事故により逝去された。

「パピルスの賦」：今井一郎、2000 年、近代文
芸社、本体 1000 円 + 税　ISBN4-7733-6668-0

「カトマンズ・クラブハウス」については、「寒
冷の系譜　北大山岳部九十周年記念海外遠征
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史」（北海道大学山の会、2015）p.359-360 に 経緯が記されている。

図書紹介

『今西錦司と自然』（日本の伝記　知のパイオニアシリーズ　第 6回配本）
斎藤清明著

玉川大学出版部　2022 年 8月 1日

2,750 円（2,500 円＋税 10％）　ISBN978-4-472-06022-9

編集人　横山宏太郎

　斎藤清明さんはこのたび玉川大学出版部か
ら、「今西錦司と自然」を出版されました。こ
の本は小学校高学年以上向けとなっています
が、大人にとってもわかりやすい「今西錦司伝」
といえます。
　Newsletterでもぜひ紹介したいと思いました
が、たいへんユニークな本ですから編集人には
うまく紹介する自信がなく、それなら著者にお
聞きしてはどうかと考え、「紙上インタビュー」
を計画しました。
　さいわい斎藤さんにご協力をいただきました
ので、以下に掲載します。

＜編集人＞　はじめに、この本が収められてい
る「日本の伝記　知のパイオニア」シリーズに
ついて伺います。
　日本で「偉人の伝記」というと、戦国時代、
江戸時代、幕末あたりの時期の人物が多く取り

上げられているようです。明治以降では、野口
英世や福沢諭吉が代表格でしょうか。
　それに対して、ここで取り上げている人物は、
岡倉天心や寺田寅彦、宮本常一、柳宗悦と、か
なり傾向が違います。私にとっては伝記を読ん
でみたい人たちですが、一般受けという点では
どうでしょうか。さらに、本書では今西錦司で
す。これまでほとんど取り上げられなかったひ
とたちですね。
　それをとりあげて「知のパイオニア」とうた
うこのシリーズの意図はどんなことでしょう
か。本の中では特に説明はないので、斎藤さん
にお伺いします。

＜斎藤＞　ちょうど 4 年前、子ども向けの今
西さんの伝記をと執筆依頼がきました。いまま
での「伝記」のイメージを越えるものにした
い。生涯のどこに焦点をあてるのか、何を表現
すれば被伝者の本質を読者の子どもに伝えられ
るか、その絞りこみを任せます。これまでの児
童書の書き手のようではなく、被伝者に深く関
わっている研究者として書くようにというもの
です。
　パイオニアは開拓者・先駆者と訳されるよう
に、近代から現代にいたる 20 世紀の日本の「知
のパイオニア」にスポットをあてて、それぞれ
の分野で全シリーズ 12 冊を通せば、時代背景
がみえてくるというのです。今西、岡倉らのほ
かに、田中久重（技術）、留岡幸助（自立支援）、
荻野吟子（ジェンダー平等）と、これまで 8冊
が刊行され、来年さらに 4冊が予定されていま
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す。

＜編集人＞　帯では「一人称の伝記」とされて
います。これも、あまり見かけないスタイルだ
と思います。このスタイルは、斎藤さんの考え
で採用されたものでしょうか、それともこのシ
リーズではこのスタイルで書くと決まっていた
ものでしょうか。いずれにしても、どういう意
図でこのスタイルを選ばれたのでしょうか。

＜斎藤＞　「被伝者本人の視点」で子どもの読
者に「自分のイメージ」を直接伝えることがね
らいということで、「一人称の伝記」が最初か
ら求められました。自伝ではないけれども、本
人になりかわって語ってくださいという依頼で
した。
　とともに、「この人のどういうところがパイ
オニアなのか」を明確にすることが求められま
した。具体的に「こうこうこうだから、日本の
知を切り拓いたパイオニアなのだ」と、ずばり
と最初に言ってくださいと。
　じつは、当初の依頼タイトル（仮題）は、「今
西錦司と進化論」でした。編集者はユニークな
「今西進化論」をイメージしていたのでしょう。
でも、わたしにとっての今西さんは、山登りを
生涯通じて続けてきた登山家であり、子どもの
ころの昆虫採集をはじめ、ずっと自然を探求し
てきた研究者なのです。それで、山登りも含め
て、自然にとりくんでこられたという意味で、
「今西錦司と自然」としました。

＜編集人＞　「一人称の伝記」という、普通と
は違った書きかたですから、執筆時にはご苦労
もあったのではないかと思います。差し支えな
ければお聞かせください。

＜斎藤＞　たいへん、むつかしかったです。は
じめはなかなか筆が進みませんでした。なんと
か描けるようになっても、今西さんが晩年に中
高年を相手に語っているようでした。それで、
全面的に書き直しました。子どもにとって、身
近に親しみをもって今西さんが感じられるよう
にと、苦心しました。まあ、コロナのおかげで、
たっぷりと執筆時間がありましたから。

＜編集人＞　斎藤さんは、これまでに今西錦司

さんについては多くの著作があります。それら
はいわば大人向けですが、この本は小学校高学
年から中学校むけとされています。特に工夫さ
れたところや、新たに取り入れた内容などがあ
ればお聞かせください。

＜斎藤＞　なにをどう表現すれば、今西さんの
本質を、何も知らないまっさらな子どもの読者
に伝えられるのか。つねにかんがえながら、書
きました。幼少年期のころや学生時代は、なん
とか詳しく触れられましたが、研究者の道に進
んでいってからは、業績や個々の活動、研究仲
間や学術探検とその協力者との関係、当時の大
学や世間一般の事情などは、子どもとっては事
実の羅列のようになってしまうので、かなり省
略しました。
　それでも、「すみわけ」についてはかなり説
明できたとおもいます。いっぽう、「今西進化論」
もかなり書いたのですが、子どもにはむつかし
いとおもって、最終的にほとんどカットしまし
た。
　今回、新たに取り入れたのは、今西さんが
日本国内で登った山を 1550 山としたことで
す。『今西錦司全集』や私のこれまでの著作で
は 1552 山でしたが、それを修正しました。こ
れについては、改めて Newsletter で触れたい
とおもいます。

＜編集人＞　今西錦司の生き方で、斎藤さんが
一番惹かれるところはどんなことでしょうか。
あるいは、読者に伝えたい「今西錦司像」はど
のようなものでしょうか。

＜斎藤＞　学生時代から謦咳にふれることがで
き、晩年まで身近に接しさせていただきました。
ありがたいことです。
　私にとって、若いころから、今西さんという
高い山が存在していたことは、幸せだったとし
みじみとおもうのです。
　この本では、入院されて最後にことばを交わ
した場面から描写をはじめ、その生涯をたど
り、亡くなって鴨川ベりでの野辺送りで結びま
した。
　自らの信ずることを行い、おのれ一途に生き
られた、みごとな人生でした。
　今西さんのような学者は、日本には今後もう
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現れないでしょうが、この本を読んだ少年・少
女たちに、こんな学者もいたんだと知ってくれ
たら、うれしいです。

＜編集人＞　おかげさまで、本書の特色と魅力
が伝わると思います。本書によって自然に親し
み、自然を大事にし、山に登る若者が増えるこ
とを期待しています。どうもありがとうござい
ました。

本書の目次
今西錦司とわたし
はじめに
1　昆虫少年　6歳～ 13 歳のころ

2　山を見つける　13 歳～ 18 歳のころ
3　登山に熱中　19 歳～ 22 歳のころ
4　山も学問も　22 歳～ 30 歳のころ
5　「すみわけ」発見　31 歳のころ
6　登山から探検へ　32 歳～ 45 歳のころ
7　サルとともに　45 歳～ 50 歳のころ
8　ヒマラヤへの夢をかなえる　50 歳～ 55 歳

のころ
9　アフリカで人類の起源をさぐる　56 歳～

66 歳のころ
10　登った 1500 山と自然学　晩年のころ
おわりに
今西錦司略年表

第 54回雲南懇話会（京都フォーラム）講演概要（その 3）
山岸久雄

　2021 年 12 月 18 日（土）、京都大学百周年
時計台記念館 国際交流ホールで第 54 回雲南懇
話会が開催されました。今回は講演概要（その
3）として、特別講演一件の概要を紹介します。
　雲南懇話会を、そのルーツである京都で開催
するにあたり、われわれは遠方から京都へ来て
いただく参加者の皆様に、京都ならではの講演
を聴いていただきたいと願い、下記の特別講演
を企画しました。特別講演のパワーポイント資
料は雲南懇話会のホームページ　https://www.
yunnan-k.jp/yunnan-k/　に掲載されていますの
で、併せてご覧ください。

特別講演「千日回峰行を生きる」
	 光永圓道（比叡山延暦寺一山大乗院
� 住職、北嶺大行満大阿闍梨）

　光永圓道師は本講演当時、46 歳。12 年前、
34 歳の若さで千日回峰行を達成され、4年前
まで比叡山延暦寺で輪番として次の行者育成に
従事し、現在は山麓の滋賀県大津市にお住まい
である。講演では、まず千日回峰行について解
説された。比叡山では伝教大師による開山以来、
様々な修行が行われ、継承されてきた。このこ
とは比叡山が世界文化遺産に登録された大きな
理由となっている。これらの修行の中で、特に
困難なものを三大地獄と呼ぶ。それは、①掃除

地獄（西塔の浄土院に十二年間籠り、侍真－伝
教大師に仕える－の修行をする）、②看経地獄
（横川の元山大師堂で日に 7回の勤行を続ける。
勤行の際の鐘の音から「谷の鈴虫」と譬えられ
る）、③回峰地獄（東塔の無動寺谷を拠点とし、
比叡山の峰々を回る修行。白い浄衣の行者が
峰々の間を駆け巡ることから「峰の白鷺」と譬
えられる）の 3つである。
　回峰行は相応和尚（831 ～ 919 年、慈覚大師
円仁の弟子）が毎日、根本中堂に供華をされた
のが起源とされる。現在の回峰行は百日回峰行
と千日回峰行があり、後者は百日回峰行を 7年
間かけて 10 回繰り返し、満行に至るもので、
達成者は戦後 13名に及ぶ。回峰行は比叡山内
の三塔、及び山下の日吉大社を巡拝する「七里
半」の行程を巡ると言われているが、実際の距
離は五里（20km）余りである。これは、仏教で
は縁起の良い数字「八」の少し手前の「七と半分」
との意味で、「七里半」と呼称したものである。
　回峰行の意図するところは但行礼拝（たん
ぎょうらいはい）である。260 ヶ所余りを巡拝
するという修行形態をとるが、「歩く」ことは
手段であって、目的ではない。歩行しながら禅
をする（上半身は座禅、下半身は歩き）という
境地が求められることから、別名「歩行禅」と
もいわれる。そのためには「身口意」の三業（身：
身嗜みを整える、口：真言を唱える、意：心に
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仏を念じる）が必要である。回峰行者の姿は死
装束と言われ、浄衣（じょうえ、白い衣）、手甲・
脚絆、四手紐（自害するため）・手巾、八葉の
草鞋（わらじ）、未敷蓮華（みふれんげ）の御
笠には六文銭（三途の川の渡し賃）が取付けら
れている。その姿は「行の中断は死を意味する
との覚悟」を示すものである。
　光永師の千日回峰行を振り返ると、最初の百
日行を1999年の3月末から7月上旬に行った。
2000 年には比叡山延暦寺の住職になり、3年
間比叡山で勤務をした後、2003 年から 2007 年
まで、毎年 3月末から 7月上旬に百日行を行っ
た。この間、第三百日満行後、蓮華笠を頭に頂
戴し、足袋を履くことが許され、第五百日満行
後、杖を持つことが許された。2007 年 7 月か
ら 7回目の百日行が始まり、第七百日満行後、
生き葬式（斉食儀）を経て、10 月 13 日から「堂
入り」に入業した。
　「堂入り」は九日間にわたり明王堂に参籠し、
この間、断食・断水・不眠・不臥を続ける。不
動明王への勤行を毎日 3回行い、ご真言を十万
遍唱え、午前 2時には不動明王にお供えする水
（閼伽水）を汲むため出堂する。この修行はお
釈迦様が、菩提樹の下で座禅と瞑想の中で悟り
をひらく行を追体験するもので、光永師は体重
が 12kg 落ちたそうである。堂入り後は、体を
元に戻すのに約 1ヶ月がかけられた。
　2008 年には 8回目の百日行に入った。これ
までは、自己のための修行（自利行）であった
が、以後、衆生を救済するための修行（化他行：
けたぎょう）となり、赤山禅院の往復が加わり、
十五里（約 40km）の行程となった。光永師は

この修行中、足に大きな怪我をしてしまったが、
治療を続けながら行を続行した。2009 年は満
行に到達する年であり、まず 3 月末から 7 月
上旬まで、9回目の百日行が始まった。行程は
京都大廻りの二十一里（約 60km）となる。第
九百日満行後は、当初の七里半の行程に戻り、
9月 18 日に 975 日をもって千日満行となった。
千日まで25日が残されているが、この25日は、
生涯にわたって修行する（行不退）ために充て
られる。千日回峰行達成後、光永師は回峰行の
本拠地である無動寺谷明王堂に輪番として、9
年間にわたり後進の指導にあたられた。
　光永師によれば、回峰行は比叡山が長年培い、
整備された修行環境の中で、そのできあがった
システムに乗って行うもので、自らの独自なも
のを付け加えるものではない。光永師にとって
千日回峰行はチャレンジではなく、やり遂げる
ことができるものと確信していた。しかし、回
峰行の途中で足に、生死にかかわるような大怪
我をしてしまった。これは失敗であったが、失
敗自体は悪いものではない。大切なのは、同じ
失敗を二度繰り返さないことである。仏の顔は
三度までとよく言われるが、本当は二度までで
ある。

　講演後、以下のような質疑応答が交わされた。
質問1：京都大廻りの時期は百日間にわたり、毎
日フルマラソンとハーフマラソンを行い続ける
ようなもの。こんなことが人間に可能なのか？
答え：可能である。百日回峰行を繰り返す中で、
距離も段階的に伸ばしてゆき、体を徐々にその
ように適応させていった結果、可能となるもの

光永圓道大阿闍梨を囲んでの記念写真（京大時計台国際交流ホールにて）
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である。
質問 2：千日行を始めるにあたってのお覚悟
は？
答え：私は東京生まれの千葉育ち。生まれつき
病弱で、学校に半分くらいしか登校できなかっ
た。体をなんとか健康にしたいため、15 歳で
比叡山に入った。20歳まで生きられないと思っ
ていたが、高校を卒業する頃は人並以上に体力
がついた。回峰行は、健康な体にしていただい
た比叡山に対してお礼を申し上げるために入行
したものである。
質問 3：千日回峰行に入るための資格、条件は？
答え：千日回峰行を出願するには、延暦寺住職
であることが必要。延暦寺住職になるには、ま
ず大学卒業資格が必要。さらに比叡山での本山
交衆（ほんざんきょうしゅう）を 3年間行い、「山
の慣習」を学ぶ必要がある。
　そのようにして延暦寺住職を拝命した後、千
日回峰行を出願した。出願しても、必ずしも認

められるものではない。私は 27 歳で出願した
が、まだ若過ぎるとの意見があったが、伝統を
伝える修行者として、最終的には幸いにも、認
めてもらうことができた。

　講演の中で、私が特に感銘をうけたのは、千
年以上かけて磨き上げてきた比叡山の修行方法
の偉大さであった。この修行方法に沿って肉体
が訓練されてゆくと、質問 1にあるような超人
的な行動が可能になるのであろう。その修行方
法には生理学的な合理性もあるのではないか。
また、修行の中で肉体を限界近くまで追い込む
と、体の器官、生理が活性化すると思う。その
状態になって初めて到達できる境地があるので
はないか。そのような境地を体験し、たいへん
困難な修行を成し遂げた大阿闍梨を人々は尊敬
し、帰依してきたのであろう。講演終了後、光
永師を囲んで集合写真を撮らせていただき、こ
の日のよき記念となった。

編集後記
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　カンペンチン40周年（その2）を掲載しました。
隊員皆さんの40年、中国の、日本の、AACKの、
そして自分の40年。時間の重みを感じます。今
西錦司さんが亡くなられて30年、ユニークな伝
記が出版されました。一方で、時間を超越して
おられるであろう方のお話もあります。
　未来に目を向けたいところですが、雪国住民
としては直近の未来、この冬の雪ばかりが気に
なっています。皆様どうぞよい新年をお迎えく
ださい。� 横山宏太郎
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会員異動

高尾文雄　勤務先変更
中川　潔　自宅住所変更
村上正康　自宅住所変更
山本克彦　勤務先削除

事務局だより

　2022 年 11 月 3 日、梅里雪山三十三回忌の
法要が、紅葉の美しい秋晴れの比叡山延暦寺元
三大師堂ならびに鎮嶺碑前にて執り行われまし
た。ご家族、AACK、山岳部、探検部関係者約
50 名の参加のもと、日中 17 名の帰らぬ隊員の
ご冥福をお祈りいたしました。
　2022 年 9 月より、AACKホームページの管
理と更新作業も本 Newsletter の編集配送作業
と同様、土倉事務所伊藤貴子さんにお手伝いい
ただくことになりました。それに合わせて、ホー
ムページのレイアウトもほんの少し変更いたし
ました。http://www.aack.info/index-ja.html に
アクセスをお願いします。

会員動向


